
トルコにおける近年の地理教育の動向(1)

一中学校･高等学校の教科書を手がかりに一

西 脇 保 幸♯

Turkey's Geographic Education in Textbooks

for Middle Schools and Lycees (1)

Yasuyuki NISHIWAKI

目 次

Ⅰ はじめに

Ⅱ 地理教育力リキュラムの変遷

Ⅱ 教科書にみる中学校の地理教育(以上本号)

Ⅳ 教科書にみる高等学校の地理教育

Ⅴ おわりに

Ⅰ はじめに

日本の教科教育の在り方を議論する際,必ずと言ってよいはど,諸外国の事例が照会さ

れる｡とりわけ,戦後華々しくスタートした社会科は,アメリカ合衆国の影響の下で成立

したこともあり,アメリカ社会科の動向や歴史については,研究報告に枚挙のいとまがな

い程である｡さらに,ヨーロッパ主要国の社会認識系教科の動向についても,日本におけ

る教育内容や教育方法を改善するための資料とすべく,紹介されることが多い1)0

しかし,教育が各国の社会事情や政策を反映した社会活動である以上 日本の教育の在

り方を議論する上で,欧米諸国の教育動向のみを研究するだけでは不十分であろう｡従来

は欧米諸国をモデルに日本の体制を構築してきたが,欧米に比肩する現在では,諸分野に

おいて日本独自の在り方が模索されているとおりである｡教育においても同様であり,日

本社会の抱える諸課題を視野に入れ,日本の将来像を念頭に置いた教育政策が考えられな

ければならない｡

こうしてみると,単に欧米諸国のみならず,発展途上国やイスラム文化圏の国家など,

旧来瞥見だにされることが少なかったそれらの国々の教育動向にも着目する必要があると

考えられる2)｡しかし,これらのいわゆる第三世界の諸国では資料収集の制約が大きいこ
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ともあり,社会認識系教科のなかで比較的研究事例が多い地理教育の分野でも,途上国に

関する先行研究は,主として留学生が出身国について紹介した地理教育事情の報告の類と

なっている｡ (翠, 1978;義, 1987;鄭, i-989).その点で,旧英領棄アフリカ諸国にお

ける地理教育を民族主義との関連で分析した石飛(1981)の研究は,日本人による本分野

の研究の噂矢ともいえる｡ネパールにお.ける地理の入学試験問題を紹介した小林(1994)

ち,第三世界についての地理教育に関する数少ない研究の一角を構成している｡

拙著(1993)でもトルコにおける地理教育の動向の一端を紹介したが,目的は前述のよ

うな第三世界を視野に収めた地理教育の比較研究であった｡しかし,紙面の制約と資料の

不足から十分な考察は不可能であった｡後日幸いにも,学校視察や資料収集の機会に恵ま

れ,多少なりともより深い分析が可能となiた｡トルコにおける地理教育の動向を主に教

育目標との関連で考察する本論文も,日本の地理教育の在り方を議論する上での基本的な

文献の一つになりうるものと,確信する次第である｡

Ⅱ 地理教育力リキュラムの変遷

地理教育の動向を検討する上で,その枠組みを規定するカリキュラムがどのように構成

されているのかを確認することは,最も基本的な作業であろう｡本論では,主にDo営anay

(1989)を手がかりに地理教育力リキュラムの変遷を概観したい｡

第二次世界大戦後のトルコにおける地理教育は,暫くの間1941年に第一次トルコ地理

学協会会議計画委員会(Birinci Turk Co菖rafya Kurumu Kongresi Programl Komitesi)

が作成した教育計画の内容が骨子となってきた｡それによると中学校では,第1学年で

｢一般地理+.第2学年で｢旧大陸+,第3学年で｢トルコ地理+をそれぞれ凋2時間ずつ

履修させた｡ ｢一般地理+で地理教育の基礎ともいうべき地図学習がお産成りとされてい

たことなど,問題点もあったものの,全学年でバランスよく学習できたという｡とりわけ

最終学年で｢トルコ地理+を学ばせることば,国民としての教養を身に付けさせるものと

して評価されている｡普通高校では,第1学年で｢一般地理+,第2学年で｢世界地誌+,

第3学年で｢トルコ地理+をそれぞれ粛2時間ずつ学習させた.商業高校では第1学年で

｢世界地誌+,第2学年で｢一般経済地理+,第3学年で｢トルコ地理+杏,工業高校では第

1学年で｢一般地理および世界地誌+,第2学年で｢トルコ地理+杏,普通高校と同様,

それぞれ過2時間ずつ学ばせた｡高等学校でも地理履修の最終学年に｢トルコ地理+を配

当し,系統地理学習と地誌学習を校種に応じて,各学年にバランスよく学習させていたと

評価されている｡

1960年代末から検討され, 1974/75年度から導入された現代教育計画による中学校の

カリキュラムでは,自然科学系の教科と同様,それまで個別の教科であった歴史,地理,

公民科が社会科として統合された｡この教育計画による高等学校カリキュラムでは,第2

学年と第3学年で理科の授業時数が増加したため,地理は第1学年のみでの履修となっ

た3).普通高校と女子の職業高校では,遡5時間の配当であったが,工業高校では2時間

にすぎなかった｡このカリキュラムによりトルコの自然地理と隣国地誌が導入されたが,

その分トルコ地誌に十分な時間が取れなくなり,従前のものと比較すると地理教育の後退
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を余儀なくされたという｡

その後1980年代初頭に教育計画.が再度改訂され,中学校のカリキュラムで社会科の三

分野制が導入された｡地理分野では｢国民の地理1+｢国民の地理2+が,それぞれ週2

時間の配当で,第1学年と第2学年で履修されることになった｡前者では主として隣国地

誌とトルコの自然･経済が,後者ではトルコ地理がそれぞれ扱われている｡高等学校では,

再び各学年で過2時間の学習が行なわれるようになった｡第1学年では自然地理の｢地理

1+香,第2学年ではトルコ地誌と世界地誌の｢地理2+杏,第3学年ではトルコ地理と

世界地誌の｢地理3+杏,それぞれ学ぶことになった｡このカリキュラムでは系統地理学

習で,ある主題について,例えば気候の一般的な特徴について確認したあと,トルコの気

候を学ばせるという,それまでの教育計画にはみられ串い手法が採用されている.

1987/88年度改訂のカリキュラムでは,中学校については従前のものとの大きな変更

がない｡配当時間や学習内容とも従前のカリキュラムを踏襲しており, ｢国民の地理1+

と｢国民の地理2+が履修されることになっている｡中学校とは対照的に,高等学校では

大幅な変更がなされた｡すなわち,商業高校や工業高校では地理の履修が除外されたうえ,

普通高校においても理科系では第2学年と第3学年での選択教科となったのである｡学習

内容の点では従前のカリキュラムがはば踏襲されており,第1学年では｢地理1+が過2

時間で,第2学年と第3学年では文化系の生徒のみにより, ｢地理2+と｢地理3+がそ

れぞれ週2時間と週3時間で学習されることになった｡

こうしたことから, Do菖anayは青年がトルコ地理を十分に学ぶ機会を失うと危倶する｡

それは様々な地域から構成される祖国をよく認識してこそ,祖国愛や祖国に対する尊敬を

育むことができるものと,彼は考えるからである｡そこで,地理の新たな教育計画の作成

にあたっては,次のような点に留意すべきであるとしている｡すなわち, ①中学校の最終

学年で少なくとも過2時間の｢トルコ地理+が履修されなければならない｡ ②普通高校の

最終学年で,文科系理科系に関わらず,最低限遇2時間の詳細な｢トルコ地理+が設定さ

れな右ナればならない. ③全職業高校の最終学年で週2時間の｢トルコ地理+が履修されな

ければならない｡そのためには第1学年で必ず系統地理の｢地理入門+を設定しなければ

ならない｡これらのことを考慮して, Do善anayは表1のようなカリキュラムを提案してい

る｡

ところが, 1987/88年度改訂カリキュラムが施行されて間もない1991年9月に,中等

教育に単位制の教育課程を導入することが告示された4)｡これは.生徒の興味･関心や能

力などの個人的な差異や将来の進むべき分野の特徴を考慮し,必修教科と選択教科に分け

て履修させるものであり,条件を満たした学校は1991/92年定から導入している｡卒業

の要件となる必修教科は表2のとおりであり,生徒の一般教育と選択教科の基礎を履修さ

せることがその目的とされている｡ 52教科に及ぶ選択教科は,自然科学･社会科学･芸術･

スポーツ･トルコ語および数学･外国語･一般教養の7領域からなるo社会科学の領域に

は26教科が該当し,地理分野では｢トルコ地理+ (6単位), ｢トルコ人文および経済地理

1 I

2+(各4単位), ｢世界地誌+(6単位)が設定されている｡
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表1中学校･高等学校で適用されるベき地理学習の理想的な教育計画

(Do菖anayによる)

校種 科目名 学年 週時間数 校種 科目名 学年 適時間数

中
地理入門 1 2 車 地理入門 1 2

学
校

世界地誌- 2 2
.茎局 一般経済地理

2L 2

トルコ地理 3 2 校 トルコ経済地理 3 3

曲

fヨ 一般地理 1 3 慕
イスラム諸国地誌 3 2過

世界地誌 2 2
h

lj-

トルコ地理 4 3
校 トルコ地理 3 理2文3

同

校

工

業
高
校

地理入門

トルコ地理

1

2

2

2

表2 単位制教育課程における必修教科の教科名と単位数(週時間数)

(教員向け配布資料による)

教科名 単位数 教科名 単位数

1 *4

地理去
2

トルコ語と文学2 4 2

3 3

数学圭
*4

4
1 2

宗教と道徳2 2

自然科学芸
*4

3 2･ 4

哲学去
2

2 外国語去.
*4

4

‾歴史去
*3

3 休育去
2

2

トルコ共和国の革命史1 2
国民の安全1 2

とアタチエルク主義2 2

注1) *のある科目は,入学当初に履修しなければならない｡
注2) Ergezer (1995)によると,実際には｢トルコ請と文学+や｢数学+ ｢自然科学+など

で増加単位の履修が行なわれていたり,例えば理数科高校では｢自然科学+の代わり
に｢物理+ ｢化学+などの授業がなされているという｡

Ergezer､(1995)
､によると,

1993/94年度以降で98%の学校が単位制の導入に踏み切っ

ており,.単位制に基づく教育課程が高等学校における実質的なカリキュラムとなっている｡

したがって,必修科目となっている｢地理1+｢地理2+と選択教科の3科目が高校の地

理学習となっている｡選択教科に関するデータは入手できないが,次のように推察できる､

ので,選択地理の履修率はかなり低いと思われる｡すなわち,選択教科の単位の比率が最

も高い普通高校においても,卒業に必要な144単位のうち65単位が必修教科で占め,残り

79単位が選択教科にあてられているにすぎない｡しかも,選択地理が属する社会科学の領

域には,単位数や科目数が多く設定されている歴史の諸科目の他に, ｢文学+や｢心理学+
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｢観光+など多岐にわたる科目が,総計156単位設置されている｡それだけに地理を選択

する可能性は少ないと推察されるのである5).こうしてみると,実質的な高校の地理学習

は,自然地理を中心とした｢地理1+とトルコ地誌の｢地理2+から構成されていると判

断できる｡ Do善anayが提示した理想のカリキュラムには程遠いが,トルコ地理を全高校生

に履修させることにはなった｡

Ⅱ 教科書にみる中学校の地理教育

前述のように,近年における中学校の地理教育力リキュラムについては大層な変更が吃

かったものの, 1987/88年度にカリキュラムの改訂があったo また, 1992年まで国定教

科書制度が採用されてきたが,翌年発行の教科書から検定制産も復活した｡そこで本論で

は,改訂前後の国定教科書,検定教科書2種類の都合4種類の教科書を検討することで,

中学校地理教育の動向を考察したい｡

1. 『国民の地理 中学校1 (MillT Co菖rafya Ortaoknl I)』(1987年発行, 118ページ)お

よび『国民の地理 中学校2』 (1986年発行,.141ページ)

本書はユ987/88年度改訂前の国定教科書であり,内容構成は以下のようになってい

る｡

『国民の地理 中学校1』

第1部 地理と我々の世界

第1単元 地理とは何か

第2単元 地図の知識

第2部 我々の世界と世界のトルコ人

第1単元■ 大陸と大洋

第2単元 アジア大陸

第3単元 ヨーロッパ大陸

第3部 我々のトルコ

第1単元 (タイトルなし)

第2単元 トルコの経済地理に影響を及ぼす諸要因

『国民の地理 中学校2』

第1部 トルコの諸地域

第1単元

第2単元

第3単元

第4単元

第5単元

第6単元

地域入門

黒海地域

マルマラ海地域

エーゲ海地域

地中海地域

南東アナトリア地域
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第7単元 東アナトリア地域

第8単元 中央アナトリア地域

第2部 トルコの経済地理

第1単元 トルコの経済地理概観

第3部 トルコの戦略的状況

第1単元 トルコの地政学的重要性

本教科書では,まず『国民の地理 中学校1』(以下『中学1』と略す)でトルコ系民

族の生活地域を中心にユーラシア大陸が概説されたあと,国土認識に焦点化すべくトL)I/コ

全土についての自然環境と経済活動に影響を及ぼす諸要因が説明されている｡そして『国

民の地理 中学校2』(以下『中学2』と略す)では,トルコ地誌が諸地域ごとに記述さ

れるとともに,トルコの諸産業と地政学的重要性に言及されている｡中学生には,まさに

国民としてトルコ地理の知識･理解が要請されているのである｡以下で,単元ごとの学習

内容を具体的に確認し,その教材内容のもつ意味を検討したい｡

『中学1』の第1郡第1単元は,子どもが地理学習を始めるにあたり,地理とは何か,

地理で何を学ぶのかを認識させている｡小学校では総合社会科を学習しており,中学校で

系統学習としての地理に初めて出会うからである6)｡本単元は｢地理の定義と主題+ ｢地理

の諸部門+の2項目から構成されている｡前者の項目で,地理とは｢地表に生じる諸現象

の発生,分散,結果や,それらの人間への影響を説明する学問+ (p.9)と定義されている｡

自然地理や環境決定論的な考え方を重視していることが注目される｡また,後者の項目で

は,地理が一般地理(系統地理)と世界地誌からなることが記載されている｡本教科書の

構成においてもそうであるが,地理学習が系統地理学習と地誌学習で行なわれることを,

学習の開始にあたり確認させているのである｡第1部第2単元は, ｢地理的方位と方位の

見つけ方+ ｢スケッチと様々な地図+ ｢縮尺とその種類+｢地図記号と地図の活用+の4項

目から構成されており,地理学習の基本となるスキルを取り上げている｡しかし,具体的

な読図例などが示されておらず,地図に関する基本的事項を単に知識として習得する段階

に留まった学習となっている｡

『中学1』の第2部第1単元は, ｢概観+ ｢大洋と大陸+ ｢トルコの海と海岸+の項目から

なり,世界全体の水陸分布といわゆる旧大陸の接点的位置にあるトルコの海岸が説明され

ている｡同第2単元では, ｢地形,気候,河川および植生+でアジア大陸の自然環境が確

認されたあと, ｢アジア諸国の全体的概観+でトルコを含めた主要国の国名と人口･民族,

さらに民族の関係図でトルコ国外にいるトルコ人(日本語で通例トルコ系民族と呼ばれる

人々)に言及され,彼らが居住する地域と彼らについては｢ヤクート+｢西トルキスタン+

｢東トルキスタン+｢アフガニスタン,イラン,イラク+｢アゼルバイジャン+｢シリア+｢キ

プロス+の各項目で説明されている｡これに対して,同第3単元では｢気候,植生および

河川+の項目でヨーロッパの自然環境が概観されたあと, ｢ヨーロッパ諸国の全体的概観+

の項目でヨーロッパの主要民族とトルコを含めたヨーロッパの国名が紹介される. ｢ヨー

ロッパにおけるトルコ人の居住する国々+の項目でオスマン帝国時代に居住したトルコ系
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住民が現在まで各地に残留したことが確認されたあと, ｢ギリシア+ ｢プルか)ア+ ｢ルー

マニア+｢ユ-ゴスラビア+の各項目でそれぞれの国とそこに住むトルコ系住民の説明が

なされている｡もう一方のヨーロッパのトルコ人については, ｢ヨーロッパにおけるトル

コ人労働者+の項目で言及されている｡最後の｢我々の祖国で生活する少数派+では,

｢この我らが同胞は,トルコ人と親しくなって仲良く生活している｡言語,宗教,教育の

点ですっかり自由となっている｡彼ら自身に対する強制や抑圧は話題にすらなっていない｡+

(p.77)として,少数派のアルメニア人･ギリシア人･ユダヤ人についても,憲法でトルコ

人と同じ権利が保証されていることが力説されている｡それに対して, ｢500年来トルコの

支配下にあったギリシアやブルガリアで生活し,少数派の地位にある我らが同族は,今日

若干の問題にぶつかっている｡特にこれらの国々では,彼らの同胞であるトルコ系の少数

派に,彼らは自分たちの同族である同胞に示す親しさや便宜を惜しんでいる0+ (p･77)と

して,国外に居住するトルコ系住民に対する処遇を問題視している｡この反面,国内のク

ルド人については全く言及されていない｡クルド人同化政策を推進してきた政府の立場か

らすれば,当然無視することになるのであろう｡

『中学1』の第3部第1単元は単元名が記されていないが,扱われている｢トルコの地

形+｢トルコの気候地域+｢トルコの植生+｢トルコの河川と湖沼+｢我々のトルコの人文お

よび経済的特徴+の各項目から判断できるように,トルコ全土を視点にして,その自然環

境と人口や経済活動の分布などの特徴を説明している｡こうした自然環境の構成要素や人

口,経済活動が本書では地誌記述の観点となっており,第1部第1単元で示された地理学

習の構想が具現化されている｡第3部第2単元では｢地理的位置とその影響+ ｢地形とそ

の影響+｢気候とその影響+ ｢人口とその影響+ ｢居住とその影響+の各項目で,それらの

諸要因が経済活動にどのように影響を及ばすのか,考察されている｡なお, ｢人口とその

影響+の項目では,アタチュルクによる文字改革とその普及活動が識字率の向上に貢献し

たことに,挿し絵入りで言及されている｡

『中学2』はトルコの国内地誌と経済地理,トルコの地政学的重要性の強調と愛国心の

喚起からなっているが,記述の過半が国内地誌にあてられている｡すなわち,第1部を構

成する第2単元から第8単元までは,各単元とも7大地域に区分された各地域がさらに2

-4地方に再分割されて記述されている｡こうした様々なスケールでの地域区分を紹介す

るのが事前の第1単元であり, ｢トルコの世界での位置と重要性+ ｢トルコの諸地域+ ｢地

域,地方,地区,流域とは何か+の項目から構成されている｡各地域とも,最初に地域全

体についての特徴が記載され,そのあとに各地方の特徴が列挙される構成がとられている｡

各地方についての記述内容は地方によって軽重の差があるものの,概ね共通して,その地

方の所属地域における位置,地形や気候などの自然環境,主な経済活動,主要都市の説明

からなっている｡『中学1』の第3部第1単元でみたような,トルコ全土を観点にした際

の記述方法が基本的には踏襲されていると判断できる｡なお, 7大地域は天気予報の区分

などでも採用されているものであり,社会生活に密着した地域区分となっている7)0

『中学2』の第2部は第1単元だけからしか構成されていないが,単元名にあるように,

経済活動の諸側面を｢鉱業+ ｢工業+ ｢農業+ ｢林業+ ｢畜産業+ ｢交易+ ｢交通+ ｢観光+の項
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目順に取り上げている｡生産関係の諸部門については,主要業種ごとに,その業種の特色,

動向,分布について説明がなされている｡サービス関係の講部門では,主としてその業種

の特色と動向,とりわけ経年変化について記述されている｡なお,観光についてまで言及

されているのは,地中海地域の温暖な自然と全土にみられる豊富な史跡を抱えるトルコに

とっては,観光のもたらす地域経済への波及効果や外貨獲得が経済活動において重要な役

割を果たしている現実を,反映していると考えられる｡

第2部と同様,第3部も第1単元のみで構成されているが,これまでに学習された国土

認識を総括ないし強調する位置付けで,トルコのもつ地政学的重要性の観点から愛国心の

面責をはかるべく単元設定がなされている｡ ｢トルコの地政学的位置と重要性+の項目で

は,トルコが東西ではヨーロッパと中東の間,南北では社会主義国と第三世界の間に位置

するとともに,ボスポラスとダーダネルスの両海峡を有する重要な位置にあることが記さ

れたり,隣接諸国との歴史的経緯について概説されたりしている｡とりわけ,ロシア･ソ

連の南下政策,ギリシアとの確執,ブルガリアのトルコ系住民に対する虐待などについて

の言及は,トルコがおかれている容易ならざる国際関係の一面を垣間見せている0 ｢内な

る脅威+の項目では,伝統的な文化である言語と宗教の保持が内からの脅威を防止する方

策であるとしているo ｢外からの脅威+の項目では具体的に,キプロスとエーゲ海をめぐ

るギリシアとの対立をギリシアの拡大主義の結果としているし,アルメニア人によるトル

コ領土内のアルメニア建国の欲望を忘れてはならないとしている8). ｢祖国愛+では,祖先

から受け継いだトルコの国土を守るペく兵役や納税の義務を進んで果たすよう,語られて

いる｡共和国建国の祖アタチュルクや詩人ナムクニケマルが語った祖国愛や祖国への思い

ち,引用されている｡

2. 『中学校のための国民の地理1 (Ortaokullar i9in MillT Co菖rafya 1 )』(1992年発行,

120ページ)および『中学校のための国民の地理2』 (1992年発行, 174ページ)

本書は1987/88年度改訂後の国定教科書であり,内容構成は以下のようになっている｡

『中学校のための国民の地理1 』

第1部 地理とその目的

第1単元 地理の内容

第2単元 地図の知識

第2部 我々の世界とトルコ

第3単元 大陸と大洋

第4単元 トルコ概観

第5単元 トルコの経済に影響を及ぼす諸要因

第3部 世界におけるトルコ人の分布

第6単元 アジア大陸

第7単元 ヨーロッパ大陸
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『中学校のための国民の地理2』

第1部 トルコの諸地域

第1単元

第2単元

第3単元

第4単元

第5単元

第6単元

第7単元

第8単元

地域入門

黒海地域

マルマラ海地域

エーゲ海地域

地中海地域

南東アナトリア地域

東アナトリア地域

内アナトリア地域
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第2部 トルコの経済地理

第9単元 トルコの経済地理概観

第3部 トルコの戦略的状況

第10単元 トルコの地政学的重要性

本教科書の内容構成を一瞥すると,これが基本的には改訂前の教科書の内容構成を踏襲

していることがわかる｡ 『中学校のための国民の地理1』 (以下, 『国民地理1』と略す)

の第2部と第3･部で,トルコの位置付けが『中学1』と異なっているが,他の部分につい

ては単元名での差異など詳細な点を除くと,ほぼ同一の構成となっている.特に『中学校

のための国民の地理2』 (以下, 『国民地理2』と略す)については, 『中学2』と全く同じ

内容構成である｡改訂後においても中学の地理学習は,国土認識に力点がおかれているの

である｡

『国民地理1』の第1単元は, ｢地理とは何か+ ｢地理の諸部門+ ｢地理教育の目的+ ｢地

理の歴史的発展+の各項目からなっている｡ 『中学1』の第1部第1単元には｢地理の歴

史的発展+の項目こそないが,主な探検家･航海士と地理的視野の拡大に関する記述があ

るので学習内容に変更はないoそれに対して｢地理教育の目的+は全く新たな項目である.

地理教育の目的を｢世界と我が国土を知り,我が国の発展を期待しつつ責務を果たす感情

を発達させることである｡ことに我が国の世界での地位やその地位の重要性を教えること

である｡+ (p.3)とし,愛国心や祖国愛の癖養においている｡さらに｢地理教育はまた,育

年が我が国の人文的･経済的構造を最も良く知るのにも役立つ｡このように,将来国家運

営で責任ある‾地位に着く人がこのテーマにおいて意識的で正しい決定ができることを,地

理教育は保証する｡+ (p.3)と言及し,将来のトルコを担うエリートをして国内事情に構通

させることも,地理教育の重要な目標であるとしている｡第2単元は『中学1』の第1部

第2単元とはぼ同様な内容で, ｢地理的方位と方位の見付け方+ ｢スケッチと大縮尺の地図+

｢縮尺とその種類+ ｢地図とその種類+ ｢地図記号と地図の活用+ ｢地表上の位置+の各項目

からなる｡ ｢地表上の位置+では緯線･経線の説明がなされ,数理的位置と相対的位置の

差異も明らかにされているが, 『中学1』ではこの点についての言及がみられない｡

㌔『国民地理1』第3単元は,主に地表の水陸分布を扱っており, 『中学1』の第2部第
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1単元とはぼ同一の内容である｡ ｢世界の概観+ ｢大陸+｢海洋+からなるが, 『中学1』で

みられた｢トルコの海と海岸+は設定されていない｡第4単元･第5単元は,内容的には

『中学1』の第3部に対応し,トルコ全土からの視点でトルコ地誌を記述するとともに,

経済活動に影響を及ぼす諸要因を説明している｡第4単元では｢トルコの世界における位

置+ ｢トルコの自然的特徴+ ｢トルコの人文的特徴+｢トルコの経済的特徴+の各項目が,

第5単元では｢地理的位置とその影響+ ｢地形の影響+ ｢気候の影響+ ｢人口と居住の影響+

の各項目が,それぞれ設定されている｡なお, 『中学1』と異なり｢トルコの自然的特徴+

の項目で人造湖についても言及し,南東アナトリア計画(Giineydo如Anadolu Projesi,略

称GAP)を大きく取り上げるようになった9)｡また, 『中学1』の｢人口とその影響+で

扱われていたアタチエルクの文字改革についてほ,言及されなくなった｡

『国民地理1』第6単元･第7単元は,主としてアジアとヨーロッパの自然環境とトル

コ系民族の居住する諸国･地域の地誌を扱っており, 『中学1』第2部の第2単元･第3

単元とほぼ同一の内容である｡アジア大陸を取り上げている第6単元紘, ｢アジア大陸の

世界における位置+ ｢地形+ ｢気候,植生,河川と湖沼+ ｢アジア諸国の全休的概観+ ｢アジ

アにおけるトルコ人の居住する国々と地域+の各項目からなる｡ ｢アジアにおけるトルコ

人の居住する国々と地域+で説明されているトルコ系民族の居住する国･地域は, 『中学

1』で記述されているものと同一の国･地域であるが, 『国民地理1J)が発行された時に

は既にソ連が嫡壊しており,独立した西トルキスタン諸国やアゼルバイジャンについての

記述真の増大が注目される｡ヨーロッパ大陸を取り上げている第7単元も第6単元に対応

し, ｢ヨーロッパ大陸の世界における位置+｢地形+｢気候.植生,河川+ ｢ヨーロッパ諸国

の全体的概観+ ｢ヨーロッパにおけるトルコ人の居住する国々と地域+｢トルコ国外で生活

する我らが同族とトルコで生活する少数派の我らが同胞+ ｢国外にいるトルコ人労働者+

の各項目から構成される｡ ｢ヨーロッパにおけるトルコ人の居住する国々と地域+で説明

されている国は,旧ユーゴスラビアが新ユーゴスラビア,ボスニア-ヘルツェゴビナ,マ

ケドニアとして紹介されている以外は, 『中学1』で扱われた国々と同一のものである｡

｢トルコ国外で生活する我らが同族とトルコで生活する少数派の我らが同胞+は『中学1』

の｢我々の祖国で生活する少数派+と題目こそ違うが,字句が若干異なる程度で,はとん

ど同一の内容が記述されている｡第6単元･第7単元では『中学1』と同様,トルコ人と

してのアイデンティティの形成を広くパン-トルコ主義的立場にも求めていることが,明

示されていると考えられる｡

『国民地理2』は第1単元から第10単元まで,前述のように『中学2』と同一の単元名

であり,内容構成に変更はない｡せいぜい第1単元で｢地域,地方,地区の諸概念+の項

目を｢トルコの諸地域+の項目の前で扱うようにして,より整合性をもたせたことや,第

2単元での地方や第9単元での産業の扱い順を一部変えた程度であり,項目はもとより記

述の方法や内容においても『中学2』を踏襲している｡そうした中で,諸地域の地誌にお

いて各地方の記述の最後に,それぞれの地方における代表的な観光地についての説明が記

載されるようになったのは,注目できる点であろう｡観光化推進政策が,教科書にも反映

されるようになったと考えられる｡なお,第10単元は『中学2』の第3部第1単元の記述
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内容をはぼそのまま転載した状況であり,トルコのもつ地政学的重要性の観点から愛国心

の療養を育むとともに,国土認識の総括的な部分を構成している｡

3. S.エリンチ(Erinぢ)著『中学校のための国民の地理Ⅰ (Ortaokullar iGin Milli

co菖rafya I )』(1993年発行, 168ページ)および同著『中学校のための国民の地理II』

(1993年発行, 182ページ)

本書は, 5年間中学校教科書として認定されたものであり,内容構成は以下のとおり

である｡なお,出版社はAltln Kitaplar YaylneVi (イスタンプル)である｡

S.エリンチ著『中学校のための国民の地理Ⅰ』

第1部 地理科学と地図の知識

第1単元 地理の主題,定義および諸部門 * ｢ピーリー-レイス+10)

第2単元 地図の知識

第2部 我々の世界と我々のトルコ

第3単元 大陸と大洋 * ｢大陸の名+

第4単元 トルコ地理の骨子 * ｢GAP+

第3部 トルコ人の生活する主な国々

第5単元

第6単元

第7単元

トルコ人世界の概観 * ｢オルフン碑文+ll)

アジアとトルコ人の生活するアジア諸国

ヨーロッパとトルコ人の生活するヨーロッパ諸国 * ｢トルコにおける少数

派+

S.エリンチ著『中学校のための国民の地理Ⅱ』

第1部 トルコの諸地域

第1単元

第2単元

第3単元

第4単元

第5単元

第6単元

第7単元

第8単元

地域入門

黒海地域 * ｢黒海+

マルマラ海地域 * ｢マルマラ海と両海峡+

エーゲ海地域 * ｢エーゲ海と東部エーゲ海諸島+

地中海地域 * ｢アダナ平野の昨今+

南東アナトリア地域

未了ナトリア地域

内アナトリア地域

* ｢GAP+

* ｢アララット山とヴァン湖+

* ｢ステップに生まれた百万都市:アンカラ+

第2部 トルコの経済地理

第9単元 我々の地下資源:鉱業

第10単元 トルコの工業

第11単元 農業,畜産業および林業 * ｢我らがトルコの新しい生産物の一つ:茶+

* ｢我々の森林とその効用+

第12単元 交易,交通および観光
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第13単元 ヨーロッパ共同体とトルコ

第3都 政治地理

第14単元 地政学の視点からみたトルコ

注) * ｢ +の中は,囲み記事の題名

本教科書(以下ではそれぞれ『ェリンチ･中学地理Ⅰ』『ェリンチ･中学地理Ⅱ』と略

す)の内容構成が, 『国民地理1』『国民地理2』と同じであることば明らかであろう｡

『エリンチ･中学地理Ⅰ』の第1部で地理の考え方や地図の基本的知識を理解させたあと,

世界の水陸分布を概観し,国土全体からの視点でトルコを記述している｡そして,トルコ

系民族の居住するアジア大陸とヨーロッパ大陸の国々を確認させている. 『ェリンチ･中

学地理Ⅱ』では,トルコの国内地誌と経済地理に焦点化し,最後に国土認識の総括的な学

習として地政学の視点から愛国心の滴養に迫っている｡単元の中の項目や配列も,はとん

ど類似している｡以下では主に,本書と『国民地理1』『国民地理2』との有意な差異を

指摘してみたい｡

第4単元は『国民地理1』の第4単元･第5単元に相応するものであるが, 『ェリンチ.

中学地理Ⅰ』では, ｢祖国の自然条件+ ｢祖国の人文および経済的特徴+ ｢我々の経済に影

響を及ぼす地理的諸要因+の大項目で整理し,祖国を事例として,地理的見方･考え方の

一つである地人相関論に的を絞った学習をさせていると推察できる｡ ｢祖国の自然条件+

の最初で｢人間と自然の関係+の項目を設定したり, ｢我々の経済に影響を及ぼす地理的

諸要因+の最後で｢環境汚染+の項目を設定しているのも,そのためであろう｡また,そ

うであればこそ,本単元の次にトルコ系民族の居住する世界を取り上げても脈暗に不自然

さがないが,祖国を学習の事例という位置付けをしないのであるならば,むしろトルコ系

民族の居住地域を概観した後で全体としてのトルコを取り上げた方が,本書全休の構成が

理路整然としたものになるであろう｡なぜならば,そのあとに『ェリンチ･中学地理Ⅱ』

の国内地誌が続くからである｡

『ェリンチ･中学地理Ⅰ』の第5単元は『国民地理1』にも設定されていない新たな単

元である｡本単元は元来第3郡全体への導入的な意味をもっているが,それにもましてパ

ン-トルコ主義的立場からのアイデンティティ形成を一層進展させていると解釈できよう｡

同単元は｢トルコ人の広大な活動舞台と人口+ ｢主なトルコ人グループ+ ｢トルコ民族の政

治上の情勢+の項目から構成され, ｢トルコ人社会は,ユーラシアの中央部に,南北3000

km.東西8000kmの隔たりをもつ広大な領域に広がった_のである.+ (p.77)とし,その広が

りがユーラシア大陸の地図に図示されるとともに, 1990年の推計で総計1億4400万人に

も達するトルコ系民族の多さも強調されている｡そして, ｢中央アジアやカフカスのトル

コ人は,言語の共通性やイスラム信仰への緊密な忠誠のおかげで,その存在や民族性を保

持したのである｡伝統,衣服,生活様式を変えなかったのである｡彼らの伝説,請,文学,

独自の民間伝承が一緒に生きたのである｡彼らは同族の長く輝ける過去から誇りを感じた

し,祖先の遺産をきちんと保持したのである｡+ (p.79)と言及し,民族文化の保持にこそ,

自らのアイデンティティを求めることができることをうったえている0
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『ェリンチ･中学地理Ⅱ』の第13単元は, 『国民地理2』はもとより『中学2』におい

ても設定されていなかった単元である｡同単元はECの形成過程と現況を説明した｢ヨー

ロッパ共同体+と,トルコがECに正式加盟できた場合の恩典などを紹介した｢トルコと

ヨーロッパ共同体の関係+の2項目からなっている｡早くからECへの加盟申請をしてい

ながら認められないトルコのいらだちと,ヨーロッパ統合への動きが加速した1990年代

の状況が,こうした新たな単元を出現させたのであろう｡後出の他社の検定教科書でも本

単元の扱いがあるので,ヨーロッパ共同体に関する言及は,検定復活後に設定された単元

と考えられよう｡

中学校用国定教科書にはなかった新たな試みに,囲み記事がある｡この方式は他社の検

定教科書でも採用されているので,教科書記述の新たな傾向か,カリキュラムの内容構成

に組み込まれた新しい取り扱い方か,そのいずれかであると推察できる.匪(み記事は,そ

れぞれ組み込まれた単元に関連するテーマを詳細に紹介するものとなっており,前出の内

容構成に示された題目が取り上げられている｡

4. C.シャヒン(Sahin)著『中学校のための国民の地理1 (Ortaokullar iGin MillT

co営rafya 1)』(1993年発行, 160ページ)および同著『中学校のための国民の地理2』 (

1993年発行, 176ページ)

本書は, 5年間中学校用教科書として認定されたものであり,内容構成は以下のとお

りである｡なお,出版社はDers Kitaplarl A. S. (イスタンブル)である.

c.シヤヒン著『中学校のための国民の地理1』

第1部 地理と我々の世界

第1単元 地理とは何か

第2単元 地図の知識

第2部 我々の世界と世界のトルコ人

第3単元 大陸と大洋

第4単元 アジア大陸

第5単元 ヨーロッパ大陸

第3部 我々のトルコ

第6単元 トルコ概観 * ｢GAP+ * ｢エネルギーとエネルギーの節約+

第7単元 トルコの経済に影響を及ぼす地理的諸要因 * ｢環境問題+

c.シヤヒン著『中学校のための国民の地理2』

第1部 トルコの諸地域

第1単元 地域入門 * ｢中東+

第2単元 黒海地域 * ｢黒海とその影響+

第3単元 マルマラ海地域 * ｢マルマラ海+

第4単元 エーゲ海地域
* ｢エーゲ海+
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第5単元

第6単元

第7単元

第8単元

西 脇 保 幸

地中海地域 * ｢土地利用+

南東アナトリア地域 * ｢GAP+

東アナトリア地域

内アナトリア地域 * ｢内アナトリアにおける早魅-コンヤ平原開発計画

(拡OP)-+12)

第2部 トルコの経済地理

第9単元 トルコの経済地理概観

第10単元 ヨーロッパ共同体とトルコ

第3部 トルコの戟略的状況

第11単元 トルコの地政学的重要性

注) * ｢ +の中は,囲み記事の題名

本書(以下でほそれぞれ『シャヒン･中学地理1』『シャヒン･中学地理2』と略す)

も教科書であるから,当然のことながら内容構成において『エリンチ･中学地理Ⅰ』 『エ

リンチ･中学地理Ⅱ』とほとんど同一の方式をとっている｡単元内の項目名や項目の順序

で若干の相違はあるものの,基本的には同じである｡トルコ系民族の居住する諸国の地誌

や国内地誌の記述についても,はぼ同一の手法がとられている｡すなわち.前者では位置

と領域.人口と主要都市,主要構成民族,地形,気候,経済活動,対トルコ関係について,

概ねこの順序で記述されている｡後者では, 7大地域についてまずそれぞれの地域の全体

像が地形,気候,人口分布と人口動態,経済活動の視点から記述され,そのあとで地域内

の諸地方についてもそれぞれ地形,気候,主要都市,経済活動の順序で記載されることが

多い｡ 『シャヒン･中学地理2』の国内地誌の部分において,著名な遺跡など観光名所の

写真が多用されているのも『ェリンチ･中学地理Ⅱ』と共通する点である｡観光化推進政

市が,より顕著に教科書に反映されるようになったと判断できよう｡

上述のような共通性が多々みられる半面,基本的な構成において本書がェリンチ著の教

科書と性格を異にする点も注目されるぺきであろう｡本書『シャヒン･中学地理1』では,

第2部で世界の水陸分布を確認したあと,トルコ系民族の居住するアジア大陸とヨーロッ

パ大陸に学習対象を限定するようになっている｡そして,第3部で両大陸の結合部に位置

する｢我々のトルコ+の全体像が示され,続く『シャヒン･中学地理2』でその中を地域

ごとに学ぶことになっている｡国土認識に学習の目標がおかれている以上,この方式のは

うが｢我々のトルコ+の位置付けが明確である｡この点では,本教科書は改訂前の国定教

科書『中学1』と同じ構造をもっている｡このことば,エリンチ著の教科書が改訂後の国

定教科書『国民地理1』の流れをくんでいるのと対照的であることを示唆する｡こうして

みると,トルコ国土の全体像を学習の展開の中でどのように位置付けるかをめぐっては,

検定教科書期のカリキュラムにおいて明確な方針が出されていないことがわかる｡

5.中学校地理教育の動向

本論で使用した中学校用の地理教科書を分析した結果を整理すると,以下のような地理
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教育の動向が検出されるであろう｡

1987/88年度にカ.)キュラムの改訂がなされたり, 1993年から検定教科書が発行され

るようになったりして,地理教育を規定する枠組みに変更があったものの,中学校の地理

教育については,学習内容に大きな変化はなかったと考えられる｡すなわち,中学校の地

理分野は｢国民の地理+と命名されているように,トルコ国民としてのアイデンティティ

を育成すべく,一貫して国土認識に学習が焦点化されてきた.したがって,地理学習の後

半は国内地誌とトルコの経済地理の理解に多くの時間が割かれるようになっているoまた,

そうした後半の学習を成立させるために,前半では,世界の中のトルコの位置付けを確認

させたり,地誌学習の前提とすべく地人相開論による地理的な見方･考え方を学ばせるよ

うになっている｡

国土認識の中心的な学習である国内地誌の記述構成が,基本的には各地域･地方の自然

環境,人口･都市,経済活動に関する内容･順序となっており,静態地誌の手法が採用さ

れている｡自然環境についての記述で,単に地形や気候などの紹介だけでなく,例えばG

APのような自然環境を改造する事業も紹介されてはいるが,こうした内容･順序による

静態地誌の学習であると,ややもすれば環境決定論的な見方に陥りやすいであろうoとり

わけこの国内地誌の前段で,国土全体の視点で経済活動に影響を与える諸要因を考察させ

ているだけに,なおさらである｡環境決定論的な見方ももちろん必要ではあるが,現実に

東西格差の問題を抱えるトルコにおいては,そうした格差を形成するに至った歴史的背景

が明らかにされなければならないし,また明らかにすることこそ,将来の国家運営を担う

青年に必須の能力だといえる｡この意味で,やや一方的な他人相関論の立場に立脚した地

理学習となっていると考えられる｡

世界の申のトルコの位置付けについて,アジア大陸とヨーロッパ大陸からの観点が主と

なっていることも,一貫した傾向と考えられる｡確かに世界の水陸分布をその事前学習と

して確認させてはいるが,例えば日本の中学校学習指導要領がそうであるように,世界全

体についての自然環境や人文諸活動の概観をさせて,世界の中の位置付けとすることが一

般的である｡しかし,ユーラシア大陸を大観させることによって,寒帯から熱帯までの気

候地域を扱うことが可能なため,あえて他の大陸の自然環境に論及する必要がないのかも

しれない｡人文諸活動については,､それを世界全体に関して網羅的に理解させるのではな

く,地人相関論的な見方を学ばせる目的から人文諸活動についても学習させるのであるな

らば,自然環境についての扱いに対応するユーラシア大陸のみへの言及で,十分であるこ

とになる｡

学習の展開における世界の中でのトルコの位置付けを上述のように考えることができる

が,それよりもむしろ, ｢トルコの地政学的重要性+が最後の単元として常に取り上げら

れているように,アジアとヨーロッパの結合部にあたるトルコのもつ地政学的重要性を鶴

調するのには,全世界ではなくアジアとヨーロッパのみを扱ったはうが効果的であるから

だろうと判断できる｡中学校の地理学習の目標が,国民としてのトルコ人の育成におかれ

ていることを想起すると,そのように推察するはうが説得的であろう｡しかも;ユーラシ

ア大陸にはトルコ系民族が広範に生活しており,ソ連崩壊以前からトルコ系民族を多数派
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として独立国をなしてきたのがトルコであるから,まさにトルコはトルコ系民族国家の盟

主たる自負もあろう｡そうした国家の国民であることを意識させるためにも,アジアとヨー

ロッパだけを取り上げたはうが合理的であると考えられる｡国民としてのアイデンティティ

を育成するというトルコの地理教育の目標からしても,世界全体を取り上げる必要性はな

かったのである｡

上述のような目棲をもっ地理教育であるだけに,トルコやトルコ系民族のおかれている

状況によって,学習内容に若干ながら変更が加えられてきたことも, 80年代からの動向と

して確認できるo第-は,ソ連の崩壊に伴う改変である.既述のように, 1990年代の教科

書は旧ソ連に属していたトルコ系諸国についての記述を中心に,トルコ系民族の居住する

地域の記載が量的に増加された｡そればかりか,検定教科書ではトルコ系諸国の地図も掲

載されて,その充実が図られている｡とりわけ,シャヒン著の教科書では巻末に｢トルコ

人の世界+と題する,バルカン半島からシベリアのヤクートに至るトルコ系民族の諸国･

地域の地図が, 1ページに収められている｡対ソ連との関係を配慮すれば,そのようなこ

とはソ連存在時には考えられないことであるが,独立してからはパン-トルコ主義的立場

をはばかる必要がなくなったのである｡それだけに,トルコ系民族世界の枠組みを持ち出

して国民としてのトルコ人を意識させることが,容易になったのであろう｡

1992年に採択された欧州連合条約(マーストリヒト条約)により, ECが外交･安全保

障政市の共通化と通貨統合を目指したEUに発展したヨーロッパの動向も,かねてよりE

Cに加盟申請をしてきたトルコの地理教育に衝撃を与えたとおりである｡ 1993年発行の

検定教科書からは,それまでには記述がなかったECやECとトルコの関係についても言

及されるようになっている｡国民としてのアイデンティティを育成する目的の地理教育で

ある以上新たな展開を示したヨーロッパへの着目は必然的帰結ともいえる｡しかし,こ

の第二の点については,前述の第一の点と異なる性質をもつことに留意する必要がある｡

つまり･対ヨーロッパ関係については,例えばイスラム原理主義的立場に近い政権が樹立

され,ヨーロッパへの接近政策が見直されるような事態が生ずれば,そうしたヨーロッパ

に関する記述はなくなるかもしれない｡これに対して,第一の点の改変は政権や政策の変

化に伴って朝令暮改的に変更される性質のものではないので,安定した改変ととらえるこ

とができよう｡この脈暗からすると,観光化推進政策によって観光関連の記述が増加した

り,観光写真が多用されるようになったことは,第二の改変の範噂であると考えられる｡

注

1)欧米主要国の地理教育の動向については,拙著(1993)でも概説されている｡最近では,スウェー

デン(村山, 1995)やニュージーランド(井臥1995)といった従来の先進主要国とは異なる先

進国の事例が,報告されるようになった｡

2)それでも海外の歴史教科書についてほ,発展途上国のものを含め紹介されることば多かったo近

年では中村編著(1995)が多くの途上国の歴史教科書を分析している｡

3)商業高校では,従前のカリキュラムと同様,
/%学年2時間ずつの履修となっている｡

4)トルコでは中学校は初等教育の範噂に入り,中等教育は日本の後期中等教育に該当する｡このた
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め,本論文の題目においても中等教育という語を用いずに,中学校･高等学校としたo

5) ｢トルコ地理+と｢世界地誌+は外国語の領域にも入っているから,実際にはもう少し履修の可

能性が高まると考えられる｡

6)トルコでは小学校4-5年で総合社会科の学習が行われている｡家族生活から始まり,地域社会,

所属する県や地方,国土へと同心円拡大方式で社会認識が進められる｡その後トルコ人の歴史や

共和国の成立過程が学ばれ,世界におけるトルコの位置付けが確認される｡最後は,国民として

の権利義務を明らかにする憲法学習となっている｡

7)本教科書では第8単元の地域名が｢中央アナトリア(Orta Anadolu)+となっているが,同地域

には通例｢内アナトリア(i9 Anadolu)+の名称が用いられるo

8)第一次世界大戦でオスマン帝国が敗北すると,アルメニア人はアナトリア半島東部に大アルメニ

ア国家の構想を打ち出し,アメリカ合衆国の委任統治を要求した｡

9) GAPは社会経済的に遅れた南東アナトリア地域における総合開発計画であり,発電や港漉を目

的に同地域を貫流するチグリス川やユーフラテス川に人造湖を建設することが,同計画の中心と

なっている｡この計画で完成したアタチエルク潮は,トルコ最大の人造湖となった｡対象面積は

約7万4千kd.

10)ピー.)--レイス(Pfrf Reis)は16世紀に活躍した航海士で,オスマン帝国海軍にJiE事し,その

功績が認められて海軍の将官俄にまで昇りつめたo彼を有名にしたのは,彼が1513年に作成した

大西洋の海図で,イスタンプルにあるトプカブ宮殿博物館に保存されているo

ll)オルフン(オルホン)碑文はバイカル湖に注ぐオルフン(オルホン)川流域にあり, 8世紀初頭

クトルク国家のビルゲ-カガンとキュルテギンの二兄弟の名において,トルコ族を意識させるた

めに建立された｡

12) KOPはトルコで最も降水量の少ないコンヤ平原における濯聴計画のことで,様々な河川や地下

水を活用して農業収益の増大を図っている｡対象面積は約5万地
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